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このようなトレーニングを4年間継続できれ
ば、金メダリストを育成できるという思いで強
化を進めた。1年間の1/3は国内合宿、1/3
は海外遠征や試合、そして1/3は所属である。
そして選手、コーチが一丸となって取り組ん
だ成果が、24年振りの米満選手の金メダル
である。
4．夢の実現に向けて
1）夢…大きな夢⇒夢の実現化
「熱い志」「高い志」「野心的である」
2）計画…目標の明確化、目標達成の計画
「現実化できるか」「現実をしっかり見据えた
ものか」
「更なる自分の可能性を発見できるのか」
3）心構え…真剣に取り組む、妥協を許さない、
プラスαの努力
 「正直である」「素直である」「執念」「信頼感」
「誠実」「継続は力」
4）自信と決意…積極的思考、肯定的思考
　「人間は誰でも成長する能力を持っている」
「人間は無限の可能性を秘めている」
 「絶対に達成できる」「揺るぎない信念」
　この考え方をジュニア時代から浸透させ、
ロンドンオリンピックに向けて数多くのミー
ティングを行った中で、目標設定を確認しな
がら実行した。 
　職人の世界では、「金を残すのは下、技を
残すのは中、人を残すのは上」という言葉が
あり、私は人を残すことでインテリジェントレ
スラーの育成・強化が成功したと思っている。
今回のロンドンオリンピックに向けて合宿に
参加した選手とコーチは、強化のプロセスを
十分理解し、今後の育成・強化にもレガシー
として確実に繋がると確信する。また、レス
リングを通して得た経験は、レスリングを辞
めた後の人生にも活きると願う。1番重要な
のは結果が全てではなく、夢や高い目標に向
かって一生懸命努力するそのプロセスが将来
の人生に最も重要と考える。
